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「年金申告相談会」を開催します
開　催　日 時　間 場　所

２月　９日（水） 10 時～・11 時～・13 時～・
14 時～・15 時～　 （計５回） 志賀町役場１階　大会議室

２月 10 日（木） 10 時～・11 時～・13 時～・
14 時～・15 時～ 　（計５回）

富来活性化センター１階
　　　　　　　　大ホール

● 対象者

　税務署から相談会のご案内の書類が届いた人で、公的年金受給者のみの人を対象としています。

　※年金のほかに所得がある人は、この相談会では受け付けできませんので、注意してください。

● 持参する書類
　（１）　税務署から送付された書類
　（２）　平成 22 年分公的年金などの源泉徴収票
　（３）　国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険・国民年金などの支払証明書
　（４）　生命保険料・個人年金保険料・地震保険料の控除証明書
　（５）　医療費控除を受ける場合は、領収書と保険で補てんされた金額のわかるもの
　（６）　障害者控除を受ける人は、障害者手帳など
　（７）　筆記用具（電卓、ボールペンなど）
　（８）　印鑑
　（９）　申告者本人の預貯金の金融機関名、口座番号のわかるもの（振替納税や還付申告の場合）

● お問い合わせ

　七尾税務署　個人課税第１部門　☎ 0767-52-9336

　志賀町税務課　住民税担当　☎ 32-9142

事業主のみなさんへ

給与支払報告書の提出はお早めに

　　平成 22 年中に従業員に給料などを支払いした事業主は、給与支払報告書（１人につき２部）に
　総括表を添えて志賀町税務課まで提出してください。

　●提出期限　　平成 23 年２月１日（火） 

　●特別徴収のお願い

　　　住民税（町県民税）を給与から引き落とし（特別徴収）していない事業所は、１回あたりの
　　支払額が少ない特別徴収への移行をぜひ検討してみてください。

～ 町県民税申告書の送付について ～

　本年度から町県民税の申告書については、前年に町県民税申告を行った人を対象に１月下旬に直接郵送

にて送付いたします。

※会場は大変混雑が予想されますので、税務署から送付されたご案内に書かれている時間にお越しください。
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～ はじめて住宅ローン控除を受けられる人へ ～

　平成 22 年中に住宅を新築・購入または増改築などした人で、確定申告ではじめて住宅ローン控除を
受けられる人は、必要書類をそろえて七尾税務署へ申告相談してください。

主な必要書類

　（１）　住民票の写し（役場住民課で発行）

　（２）　家屋の登記事項証明書（七尾法務局で発行）

　（３）　工事請負契約書（写）または売買契約書（写）など

　（４）　住宅借入金の年末残高証明書

　（５）　増改築等の場合は、建築確認済証（写）、検査済証（写）または増改築等工事証明書

　　　　※　サラリーマンの人は「源泉徴収票」も必要となります。

● 詳しいお問い合わせは　七尾税務署　個人課税第１部門　☎ 0767-52-9336

～ 農業や営業などの事業収入がある人へ～

　農業や営業などの事業収入がある人は、「収支内訳書」が必要となりますので、事前に作成しておい
てください。

◎確定申告までの流れ

①収入・経費などの
　書類を保管・記録 ⇨

②収支計算を行い、
　収支内訳書を作成 ⇨

③確定申告書の
　作成 ⇨

④税務署または
　町へ提出

　・収支計算とは

　　　１年間の収入金額から必要経費を差し引いて所得金額を算出する方法です。

収入金額 － 必要経費 ＝ 所得金額

　　・収支計算を行うには
　　　　出荷伝票などの収入金額のわかる書類と、領収書などの必要経費のわかる書類の保存と日々の
　　　取引の記録（帳簿）が必要になります。

　　　※ＪＡ（農協）と取引している人で、ＪＡ（農協）が作成する確定支援用集計表などがあれば、
　　　　収支計算をより簡単に行うことができます。

【注意とお願い】　

　収支内訳書を作成せずに申告相談に出向くと、申告終了までに長時間を要したり、必要書類を取りに
帰っていただく場合がありますので、事前の準備と作成をお願いします。
　また、米、果樹、家庭菜園等で、もっぱら家事消費のみで、出荷や販売をまったくしていない人は、
農業所得としての申告は不要です。
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　 谷口敢治君　相撲全国大会出場

全国子ども版画コンクール　大賞に加茂小学校

谷本知事、NTN ㈱会長の鈴木氏、小泉町長

谷口さん親子と小泉町長との記念撮影の様子

能登中核工業団地にNTN㈱が進出表明

大賞を受賞した加茂小学校のみなさん

　11月18日（木）にJOCジュニアオリンピックカップ第23

回全日本小学生相撲優勝大会に出場する谷口敢治君（土田

小５年）が小泉町長のもとを訪れました。

　谷口君は8月と9月に行われた県大会で3位に入り、10月

に行われた全日本小学生相撲優勝大会第13回北信越大会

で2位となり、全国大会出場を決めました。

　小泉町長は「悔いのない相撲を取ってほしい」と激励し、

谷口君は「自分の相撲が取れるように頑張ります」と健闘を

誓いました。

　11月28日（日）志賀町文化ホールで、第3回全国こども版
画コンクールin志賀の表彰式が行われました。

　今年で3回目を迎えたこのコンクールには、町内の園児、

小中学生のほか青森県や福井県などの県内外から約1,200

点もの応募がありました。

　最優秀賞にあたる大田耕士記念大賞には、加茂小学校4

年生・5年生13人が制作した「力をあわせて地引網」が選ば

れました。27日～ 29日までの３日間、入賞作品が公開さ

れました。

　能登中核工業団地に新しくＮＴＮ株式会社が進出します。

　ＮＴＮ株式会社はジェット航空機から建設機械、情報機器な

ど、あらゆる産業に応用されるベアリング、等速ジョイントな

どの製造・販売をしています。

　今回進出を表明した株式会社ＮＴＮ能登製作所では、産業機

械用ベアリングの製造事業を行います。

　当初の地元雇用は90人程度を見込んでいますが、事業拡大

に伴い順次増員を予定しています。

　工場の着工は平成23年5月を予定しており、翌24年4月に操

業を開始する予定です。

福野潟に100羽以上の白鳥が飛来

白鳥たちが福野潟から飛び立つ様子

　毎年、11月の下旬から12月中旬にかけて福野潟に白鳥

が飛来します。今年は30 ～ 40羽のグループ3組が確認さ

れました。中には、灰色の毛をした子どもの白鳥もいて、

グループごとに分かれて、田んぼに生えた草などを食べて

いました。
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フローリィがポインセチアを中学校に寄贈

町内IP電話を公共施設に設置

新型小型ポンプを上野と米町が更新

完成した福浦港中島線のテープカットをする様子

フローリィの館長から花を贈られる両校の生徒たち

役場に設置された町内IP電話を利用する人

主要地方道福浦港中島線が完成

新型の小型ポンプの操作方法を教わるみなさん

　12月9日（木）、志賀消防署で上野地区と米町地区の小型

ポンプが更新されました。

　上野地区では「とてもうれしい。自警団の大会では優勝

目指して頑張りたい」と話し、米町地区は「30年以上経っ

ていたので管理が大変だった。待ちに待った新しいポンプ

でうれしい。火事はない方がいいが、備えは万全になった

と思います」とお礼を述べました。

　12月4日（土）と6日（月）花のミュージアムフローリィが

　町内の中学校にポインセチアを寄贈しました。

　12月1日から冬期休館に入ったフローリィは、館内に展

示されていたポインセチアを志賀中学校と富来中学校にそ

れぞれ25鉢ずつ寄贈しました。

　ポインセチアはクリスマスを彩る代表的な植物とされ、

生徒たちは寄贈された花を玄関に並べました。

　12月13日（月）に志賀町役場に町内IP電話が設置されま

した。バス停などの公共施設にも設置されています。

　これはまちづくり委員会の提案で導入されました。

　町内IP電話は次の公共施設に設置されています。

①役場本庁舎　②富来支所　③志賀クリニック　④富来病

院　⑤総合体育館　⑥富来勤労者体育センター　⑦高浜バ

ス停　⑧富来バスターミナル

　12月12日（日）熊野地区町居で主要地方道福浦港中島線

のうち草木―町居間（1,840メートル）が開通し、現地で開

通式が行われました。

　平成7年より着工が始まった工事は平成15年度に730

メートルが完成し、残る区間を工事していました。

　式典には、谷本知事や小泉町長などが出席し、テープカッ

トをして開通を祝いました。

　式典後には、熊野多目的集会施設で、園児たちによるよ

さこいソーランが披露されました。
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・町県民税第4期
・国民健康保険税第7期
・後期高齢者保険料第10期
・介護保険料第7期

納期限は1月31日（月）です。
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分
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３
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光
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３
４
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。
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３
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／
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／
６
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３
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／
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／
５
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。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
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。

　

︿
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㈮
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時
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化
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議
会
志
賀
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所
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32-

１
３
６
３

　

︿
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来
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域
﹀

◆
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月
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㈫
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時
～
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合
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を
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。
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を
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に
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を
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す
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２
５
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２
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㈪
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０
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３
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４
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２
２
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積
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バ
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運
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に
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セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

７
０
０
円

◆
持
ち
物　

古
着
の
布
１
枚
、
裁
縫

道
具

◆
講　

師　

原
田
洋
子 

氏

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
大
島
の
須
間
幸
夫
様
か
ら
亡
父
幸

太
郎
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福
祉

向
上
に
10
万
円

◇
志
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

志
賀
支
部
会
長
北
野
秀
雄
様
か
ら

チ
ャ
リ
テ
ィ
大
会
基
金
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
基
金
の
10
万
１
，

５
０
１
円
を
社
会
福
祉
向
上
に
と

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

１
月
５
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎　

１
階

◆
日
時　

１
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

９
３
１
１

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

１
月
８
日
㈯
・
15
日
㈯
・
22
日
㈯
・

29
日
㈯　

９
時
～
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ

り
ま
す
。
事
前
に
電
話
な
ど
で
確
認

の
上
、
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

て
ん
と
市

◆
日
時　

１
月
2５
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

☎
32-

９
２
２
１

積
雪
時
の
水
道
メ
ー
タ
検

針
の
お
知
ら
せ

　

積
雪
時
に
は
、
メ
ー
タ
器
周
辺
の

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
月
１
～
10
日
の
間
に
、
水
道

メ
ー
タ
検
針
を
し
て
い
ま
す
。

　

積
雪
な
ど
の
た
め
に
、
水
道
メ
ー

タ
の
検
針
が
出
来
な
い
と
き
は
、
前

月
ま
で
の
使
用
水
量
な
ど
を
参
考
に

し
た
推
定
検
針
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
実
際
の
使
用
料
金
と
の
差
は

次
月
の
検
針
で
精
算
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
上
下
水
道
課　

☎ 
32-

９
２
４
１

①
県
道
や
町
道
、
バ
ス
の
反
転
場
所

な
ど
で
の
違
法
駐
車
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

②
積
雪
で
竹
や
立
木
な
ど
が
道
路
に

覆
い
か
ぶ
さ
り
、
運
行
障
害
と
な
っ

て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、
原
則
地
権
者
が
伐
採
を
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め

想
定
で
き
る
と
こ
ろ
は
区
長
さ
ん
か

ら
地
権
者
に
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
、
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

③
積
雪
や
凍
結
な
ど
で
道
路
状
況
が

危
険
な
場
合
は
、
運
行
ル
ー
ト
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
運
行
ダ
イ
ヤ
が
遅
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
年
末
年
始
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
は
、
12
月
31
日
㈮
か
ら
１
月

３
日
㈪
は
運
休
と
な
り
ま
す
。

問
企
画
財
政
課　

☎ 

32-

９
３
３
１

《シルバー人材センターで働いてみませんか‼》

　町内に住むおおむね60歳以上の、常用就職すること
は望まないが、「自らの能力や経験を生かして働く機会
を得たい」という健康で働く意欲のある人なら誰でも会
員になれます。
　入会は随時受け付けていますが、奇数月の第３水曜日
に入会に係る説明会を開催しますので、参加を希望する
人は、事前に富来事務所または、志賀事務所までご連絡
ください。

【今月の入会説明会　開催日時】
　1月19日(水)　14時～
◆事務所業務時間　月曜日～金曜日
　　　　　　　　　　　　　８時30分～ 17時15分
◆お申し込み・お問い合せ
　社団法人 志賀町シルバー人材センター 
　富来事務所（富来支所２階）　☎42-2170　FAX42-2180
　志賀事務所（文化ホール１階） ☎32-9911　FAX32-9912

シルバー人材センターからのお知らせ

　

石
川
県
能
登
中
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
羽
咋
地
域
セ
ン
タ
ー
☎ 

22-
１
１
７
０

問
石
川
県
能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
企
画
調
整
課

　

☎
０
７
６
７-
53-
２
４
８
２

◆
申
込
期
間　

１
／
４
㈫
～
７
㈮

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

☎ 

27-

１
１
５
３
℻ 

27-

１
１
５
４
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　悩んだ時、話を聴いてもらえただけで肩の力が抜け、楽になったという経験はありませんか。
　今回、志賀町では「安心して相談でき、支え合える地域づくり」を目指し傾聴ボランティア養成講座
を開催します。
　受講資格は特にありません。傾聴ボランティアは、ひたすら話を聴くことにより、話す側に安心感を
与えるだけでなく、聴く側のあなた自身の新しい生きがい活動にも成り得ます。

【日　　時】　全2回コース
　　　　　　　１回目：平成23年1月31日（月）10時～ 15時
　　　　　　　２回目：平成23年2月25日（金）10時～ 15時

【場　　所】　志賀町保健福祉センター
【講座内容】　専門の講師による講義、演習
【対　　象】　傾聴ボランティアに関心がある人（資格不問）
【定　　員】　20人程度　
【参加費用】　無料
【申込み先】　志賀町保健福祉センター　☎32-0339　

　　　　　　　　※申込みは、平成23年1月21日（金）まで

財
団
法
人
石
川
県
学
生
寮
は

　
平
成
23
年
度
の
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
学
生
寮
の
所
在
地

　

東
京
都
文
京
区
小
石
川
４
丁
目
９
番
５
号

（
閑
静
な
住
宅
地
に
あ
り
ま
す
）

▼
応
募
者
の
資
格

①
石
川
県
に
生
活
の
本
拠
を
有
し
、
原
則

と
し
て
石
川
県
内
の
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
男
子
学
生（
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

②
本
寮
か
ら
通
学
で
き
る
地
域
内
の
大
学

へ
入
学
予
定
者
、
２
年
ま
た
は
３
年
へ

の
進
級
予
定
者

③
共
同
生
活
の
意
義
を
理
解
し
、
寮
自
治

会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
規
律
あ
る

生
活
の
で
き
る
人

▼
平
成
23
年
度
募
集
予
定
人
員　

13
人

▼
提
出
書
類

　

①
入
寮
申
込
書（
所
定
様
式
）

　

②
出
身
高
校
発
行
の
調
査
書（
開
封
無
効
）

※
①
②
の
書
類
に
選
考
手
数
料
５
千
円
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
の
普
通
為
替（
無
記

入
）を
添
え
て
提
出

※
明
倫
学
館
と
の
重
複
出
願
は
で
き
ま
せ
ん

▼
入
寮
申
込
用
紙
の
交
付

　

石
川
県
総
務
部
総
務
課
企
画
管
理
・
文

書
グ
ル
ー
プ

　

石
川
県
学
生
寮
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▼
入
寮
関
係
書
類
の
提
出

　

石
川
県
学
生
寮

　
〒
１
１
２-

０
０
０
２　

東
京
都
文
京
区
小
石
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
丁
目
９
番
５
号

▼
願
書
受
付
期
間

　

２
月
１
日（
火
）
～
３
月
５
日（
土
）必
着

※
詳
し
く
は
石
川
県
学
生
寮
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
学
生
寮
事
務
室

☎
０
３-

３
８
１
２-

３
７
１
９（
土
、
日
、

祝
を
除
く
９
時
～
17
時
ま
で
）

定員 構造 寮生居室 入寮金 保証金 寮費（月額） 食費（月額） 入浴

58 人
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

4 階建
１室１人

1 年　 5 万円
2 年　3.75 万円
3 年　2.5 万円

2 万円
（退寮の際清

算します）

3 畳室 2.1 万円
6 畳室　3 万円

1.5 万円
祝日を除き毎日
入浴できます

東
京
地
区
の
大
学
へ
進
学
す
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

傾聴ボランティア養成講座のご案内


